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福島第一原子力発電所の事故により，1 号機から 3 号機の炉心が損傷して多量の放射性核種が原子炉建屋

外に放出された。これらの放射性核種で汚染した土壌を分析することで，放射性核種による汚染分布やその

放射性核種組成，放射性核種の起源について考察した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の事故では，1 号機から 3 号機の炉心の損傷により多量の放射性核種が原子炉建屋

外に放出された。これらの放射性核種は発電所構内及び構外に降下し，土壌を汚染している。発電所構内の

土壌を分析することで，放射性核種による汚染分布の把握，移行挙動の推定，汚染した土壌の処理，処分に

向けた検討に有用な情報を得ることが期待されている。本報では，土壌の分析結果から，発電所構内の汚染

分布とその放射性核種組成，放射性核種の起源についての考察を報告する。 
2. 試料及び分析方法 

試料は発電所構内の土壌の表層部から採取し，計 12 点を分析した。採取場所は、放射性核種が比較的多く

飛散した原子炉建屋の北西側，汚染水が漏えいした H4 タンクの付近を含めて選定した[1], [2]。 
分析前処理として酸溶解，揮散回収，燃焼等により分析対象核種を分離，精製した。放射能測定には，Ge

半導体検出器，液体シンチレーションカウンタ，表面障壁型 Si 半導体検出器等を使用した。 
3. 考察 

分析の結果，90Sr，137Cs，235U，238U，238Pu，239+240Pu，241Am 等が検出された。90Sr，137Cs，235U 及び 238U は、

全ての試料から検出された。137Cs の放射能濃度は 3.2×100～4.0×103Bq/g であり，他の核種の放射能濃度と 
比較して 2 桁以上高く，主要な汚染核種である。H4 タンクエリアか

ら採取した 2 試料からは，セシウム吸着塔で処理した水がタンクか

ら漏えいした影響と見られる比較的高濃度の 90Sr が検出された。235U
と 238U の放射能比は 0.045～0.047 であり，天然ウランの放射能比

0.047 とほぼ一致することから，事故放出の影響は小さいものと考え

られる。原子炉建屋の北西方向から採取した 2 試料のうち，1 試料か

ら 238Pu(6.7×10-2Bq/g)，239+240Pu(1.1×10-2Bq/g)及び 241Am(8.4×
10-3Bq/g)が，他方から 238Pu(2.2×10-3Bq/g)が検出された。これらの放

射能濃度は主要な汚染核種である 137Cs より 4 桁以上低い。前者の
238Pu/239+240Pu 放射能比は 6.1 であり，核実験によるフォールアウトの

放射能比 0.03 より 2 桁高いことから，検出された Pu は事故放出によ

るものと考えられる。発電所構内の土壌から検出された
241Am/239+240Pu 放射能比は 0.76 であり，事故以前の国内における放射

能比の範囲(0.048～0.76)で比較的高い値である[3]。137Cs の放射能濃度

に対する 90Sr 及び 238Pu の放射能濃度を，原子炉建屋内瓦礫の汚染状

況と合わせて比較した（図 1）。90Sr は 137Cs と比較して難揮発性であ

るが，H4 タンクエリアから採取した 2 試料を除いて，汚染状況は原

子炉建屋内瓦礫と同様に，137Cs の放射能濃度と相関する傾向が見ら

れる。238Pu による汚染は 2 試料とも，1 号機から 3 号機の原子炉建

屋内瓦礫における汚染レベルの範囲内であった。 
※この成果は，経済産業省/平成 28 年度補正予算「廃炉・汚染水対策事業費補助

金（固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発）」で得られたものの一部である。 
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図1 土壌から検出された 90Sr及び 238Pu
の放射能濃度（137Csに対するプロット） 
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